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2021年4月から36協定届の様式が

変更になります。

❶ 36 協定届における押印･署名の廃止
　労働基準監督署に届け出る36協定届

　について､記名は従来通り必要ですが､

　使用者の押印及び署名が不要となり

　ます。

※36 協定届と協定書を兼ねる場合は､
　使用者と労働者代表の署名又は記名･
　押印が必要です。

❷ 36 協定の協定当事者に関するチェックボックスの新設
　36協定の適正な締結のため､労働者代表(*)についての

　チェックボックスが新設されます。

　　●管理監督者ではないこと
　　●36 協定を締結する者を選挙することを明らかに
　　　した上で､投票､挙手等の方法で選出すること
　　●使用者の意向に基づいて選出された者でないこと
　以上を確認する内容となっています。
　(*)労働者代表：事業場における過半数労働組合又は過半数代表者

36 協定届の新様式について

●施行日(2021年4月1日)前でも新様式を使用できま

　す。また押印･署名がなくても届出することが出来ます。

（注）記名のみで届出する場合は､別途､協定書にて労使
　　 双方の記名押印又は署名が必要です。

●施行日以降は新様式で届出を行うか､旧様式に直接チェック

　ボックスの記載を追記するか､チェックボックスの記載を転

　記した書類を添付して届出を行うことが必要です。

協定書を兼ねる場合には、
労働者代表 の署名又は記名・押印が必要です。

協定書を兼ねる場合には、
使用者の署名又は記名・押印が必要です。

上記協定の当事者である労働組合が事業場の全ての労働者の過半数で組織する労働組合である又は
上記協定の当事者である労働者の過半数を代表する者が事業場の全ての労働者の過半数を代表する
者であること。  □　（チェックボックスに要チェック）

上記労働者の過半数を代表する者が、労働基準法第 41 条第 2 号に規定する監督又は管理の地位に
ある者でなく、かつ、同法に規定する協定等をする者を選出することを明らかにして実施される投
票、挙手等の方法による手続により選出された者であって使用者の意向に基づき選出されたもので
ないこと。   □　（チェックボックスに要チェック）

★新設　適格性チェックボックス

36 協定 新様式


